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本の概要： 

本書は、多義語がただ単に複数の意味を持つのではなく、文法的・意味的なメカニズムが

働き、体系としての意味ネットワークが形成されていることを精緻化して提示するもので

ある。韓国語の助動詞 cita は多くの機能を持つにもかかわらず、生産性の高い助動詞とし

て使われており、通時的に見ると新しい用法を次々と獲得している。第１部ではこのような

cita の多義性を支えるメカニズムとはどのようなものか、複数の側面から分析をおこなっ

た。そして、cita の多義性はスキーマ的意味と文法的特徴の相互作用によって支えられて

いることを論じた。 

 第２部では、韓国語 cita・北海道方言ラサル・日本語ラレルの対照分析をおこなった。

これらの共通点と相違点を整理し、意味地図の形で表すことにより、各形式の意味の全体像

を捉え、意味変化の傾向や形式間の影響関係について論じた。 
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